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パ ー リ阿毘 達磨 における名について

玉 井 威

1

本稿 で扱 うnama(名)は, 主 と して名称 ・名辞 としてのnamaで あ る。 特に

パー一リ阿毘達磨 で説かれ るadhivacana等 のnamaの 類 語お よびnamaの 分 類

を検討す る ことに よって, nama機 能 的 ・構造的特質を明 らかに しよ うとす るも

のである。

II

名 称 ・名辞 としてのnamaは, Dhs. (13061308)に おい てadhivacana(増 語), 

nirutti(詞), pannatti(施 設)と い う一連 の類 語の形 で用 い られ定義 され てい るカヤ

ら, まず それか ら見 てい くことにす る。adhivacanaに つ いては次の よ うに 説 か

れてい る。

およそあらゆる法の呼称(sankha), 通称(samanna), 施設(pannati), 言説(vohara), 

名(nama), 名 業(namakamma), 名号(namadheyya), 詞(nirutti), 文字(vyahlana), 

表 現(abhilapa), これ らが増語法である。一切法は増語路(adhivacanapatha)で あ る。

niruttiとpa鱗attiに つ いて も, これ と全同の定義がなされ, それ ぞれ, 一 切

法は詞路(niruttipatha), 施 設 路(pahhattipatha)で あ る と結ん でいる。 これ らによ

ると, adhivacana等 の三が, sahkha以 下 さまざまな呼称 の総称 の ようにも見 ら

れ るが, これ らの定義が 同一 であることか らもわか るよ うに, これ らは, それ ぞ

れその語義(padattha)に 多 少の差異が ある とは言 え, こ こで はその差 異は重要で

はな く, 重 要 なのは, 後 の 「一切法 は増語路(詞 路, 施設路)で あ る」 とい う点で

あろ う。つま り, 一 切 の法 は, 言 葉 に よって表わ され, 言 葉に よって知 らしめ ら

れ るものである, とい う点 であろ う。言葉 には対象指示機能, 意 味伝達機能 があ

るとい うadhivacanaを 初 め とす る言葉 の機能 的構造 的特質が語 られてい ると言

って もよいであろ う。 こ うい う点 はDhs. の註 釈書 であるAs. を見 れ ば, 一一層 明

らか となろ う。As. (P. 391)に よる と, 例 え ば 「一一切法は増語路であ る」 とい う

のは, 次 のように註釈 されている。

『一切法は増語路である』とは, 増 語匠とって路に非 ざる法は存しない。一法は-一切法

に入 り(nipatati), 一切法は一法に入る。如何にしてか。 この名施設(namapannatti)

が一法であり, それが一切の四地法(catubhmmikadhamma)に 入 るからである。 有
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情, 行(sanhara)に して名を離れたものはない。森や山などにある樹も, 地方の住入

にとっては仕事である。彼らが 「この樹の名は何か」と尋ねられると 「カプ ィラ」とか

「パサーラ」 と自分の知っている名を告げる。名が知られていないものでさえ, 「名のな

い[樹](anamaka)で ある」 と言 う。それ さえも, それ(樹)の 名号(畑madheyya)と

してある。

この中で, 各 施設 とい うのは, しぼ しば義施設(atthapannatti)と 対 で用い られ

る もので, 後 者が施設せ しめ られ る故の施 設(pahhapiyatta pannatti), つ ま り言葉

の指示対象, 概 念内容である施設(所 詮)で あるのに対 して, 前 者は施設せ しめる

故 の施設(pannpanato pannatti)1), つ ま り名辞 としての施設(能 詮)の ことで, 「(名

施設の)一 法が一切法 に入る」 とい うのは, 一 切法 ・(四地法)で 名 を離れ た もの

はない, つ ま り一切法は名施設の一 法を有す るか ら, 「(名施設の)一 法が一切法 に

入る」 と言われた のであ り, また逆に, 一・切法は名施設 として現わ され知 らしめ

られ るわけだか ら, つ ま り名施設の一法に包摂 され るわ けだか ら, 「一切 法は(名

施設の)一 法 に入 る」 と言われた ものと思われ る。 増語路の路(patha)と は, 名 の

適用 され る範囲(range)な い しはその範 囲にある諸法, とい うほ どの意味 であ ろ

う2)。

この よ うに, 全 てが名 として現わ され知 らしめ られ る, とい う考 え方 の萌 芽

は, す でに ニカーヤ文 献に見 られる。 例 えば, 相 応部一 巻Addhavaggaのnama

と名 づけ られた詩句において, 「何物がすべてに勝 り, す べては何の一法 に従属

す るか」 とい う神(devata)の 問 いに対 して, 世 尊 は 「名(nama)は す べ てに勝 り, 

名 よ り勝れたる ものな し。名 の一法 にすべ ては従属す」(S. 1, P. 39)と 答 え て い

る。 これに対する註 釈(Spk. 1, P. 95)に よる と, 「名 がすべ てに勝る」を次の よ

うに説 明す る, 

何 となれば, 無 因名(opapatikanama)で あれ, 入為名(kittimanama)で あれ, 名を

離れた有情とか行は存在 しない。木であれ岩であれ, これがその名であると知 られてい

ないものでさえ, 『名なきもの』というのがそれの名であるか らである。

ここに出て くる無因名(自 然発生名, 非入為名)と 入為名については, 後 で名 の

分類を考察す る際に取 りあげる ことに して, この 註釈の説 明は, 一 見 し て先 の

As. の それ と同趣 旨である ことがわか る。 このよ うに この 註釈 に従 えば, 先 程

の相応部の一節において も, 名 の構造 的 ・機能的特質が語 られてい ることがわか

る3)。

次に, adhivacana等 につ いて, 更 に詳 し く註釈文 献に従 って考察 してみ よう。
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ま ず, 再 びAs. (P. 51)の 所 説 に よれ ば, adhivacanaとniruttiとpannpatti, は, 

意 味 よ りす れば(atthato)差 異 はな く, た だ文字(byanjana)だ けが異 ってい ると

い う。確かに, Dhs. に お けるそれ らの定義が三つ とも全同であ った よ うに, 名 称・

名辞 とい う点 で差異 はない ようであ る。 しか し, Moh. が言 う よ うに4), 語 義

(padattha)に 差 異があ る。As. に お いて も, この後, そ れ ぞれの語義が述 べ られ

ている。 それ に よると, adhivacanaは 次 の通 りであ る。

福増大者(sirivadhaka)財 増大者(dhananadhaka)な どの如 く, 語 のみ(vacana-

matta)5)に 依 って(adhikaraipkatva)転 起 したものであるから, 増 語(adhivacana)

と言われる。

語のみに依 って転起 した ものとは, 語 義 とか語源 とい った ものを考慮 に入れ な

いで生 じた名称 とい うことの よ うで, 例 として福増大者 とか財増大者 とかをあげ, 

そ うい う名称がadhivacanaと い うことになろ う。 ニカーヤ長部に見えるadhi-

vacanapatha(増 語路)を 註釈(Sv. II, P. 503)は 「福増大者 ・財増 大者 な ど, 義

(attha)を 見 ないで(adisva), 語 のみ に依 って(adhikicca)転 起 した言説(vohara)

の路 であ る」 と言 ってい るの も同趣 旨であろ う。adhivacanaが 語 義 ・語源を考

慮 しない ものであ るのに対 して, 次 のniruttiは ま さに これ とは反対 である6)。

niruttiの 語 義はAs. (P. 51)に よる と次 の通 りである。

『比丘らよ, 為作するか ら(abhisankaronti)行(sahkhara)で ある』(S. III. P. 87)と

このように引用し, [それを]理 由として言いつつ表現されるものが詞(nirutti)と 言わ

れる。

またpannattiは 次 の通 りであ る。

思択(takka), 尋(vitakka), 思惟(sankappa)と い うように, それぞれの種類によっ

て知らしめるから(iapanato)施 設(pannatti)と 言われる。

この ようにそれぞれ の語義が示 され るが, 前述 の如 く, こ こで重要 な の は, -

それ ぞれ の語義 の差異 よ りも, 一 切法 がadhivacanapathaで あ り, niruttipatha

で あ り, pannattipathaで あ る とい うこと, つ ま り, 一 切 法 は名 に よって現わ さ

れ知 らしめ られ るとい うことであろ う7)。

皿

さて, そ の名(nama)をAs. (PP. 390391)は 次 の よ うに四種に分類 している。

samannanama8)(一 般同意名), gunanama(徳 名), kittimanama(入 為名), opapa-

tikanama(無 因名)の 四であ る。 この中で, samannfianamaと い うのは, As. に

・よれ ば, 「初 劫において大衆(mahaj
ana)に よ って選 ばれ(sammanitva)定 め られ
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た か ら, マハ ーサ ソマ タ(Mahasammata)と い う王の名があ るとい うのがsama-

nnanamaと 言 われ る」 とい う。次 のgupanamaは, 説 法 者, 持 律 者, 三 蔵者, 信 者

な どの名, 或 は世尊 ・阿羅 漢 ・正等 覚者な どの如来 の名 は徳か ら出た名 のことで

あ り, kittimanamaと は 子供が生 まれた とき親族が集 まってつけ る名であ り, 最

後 のopapatikanamaと は, 「前 の施設(purimapannatti)が 後 の施設(aparapannatti)

と一一致 し(patati), 前 語(purimavohara)が 後 語(pacchimavohara)と 一 致す る。

例 えば, 前 劫 において も月は月であ り, 今 も同 じ月 であ る。」 その他, 太 陽 ・海

・地 ・山 も同様で, これがopapatikanamaで あ るとい う。

この四つの名の中で, 最 も注 目すべ き ものは第酋のopapatikanamaで あ ろ う。

前 の三つ の名が, 恐 らく三番 目のgupanamaも 含 めて入為的であ ると見 られ る

のに対 して, これは非入為的であ り自然 発生的であると見 られ るか らであ り, し

か も, 後 述す る よ うに, As. は これ に続い て名色(namarupa)の 名 を註釈す る際, 

四 無色慈 お よび浬葉 の名 が このopapatikaで あ ると言 っているか らである9)。 つ

ま り, この ことは仏陀 に よって語 られた受等の勝義的存在 を表示す る言葉, 即 ち仏

語(Buddhavacana)を ど のよ うに見 るか とい う問題 にかかわ る。 北伝 の阿毘達磨

}におい ては, 言 葉論 の発生を うながす契機が この仏語 に対す る考察にあ
った と考

え られてい るが10), パ ー リ阿毘達 磨では, 筆 者 の知 る限 り, 北 伝の よ うに仏語 の

問題を正面 きって取 りあげる ことはなか った よ うである。 では この点をAs. の 所

説(p. 392)に 従 って詳 し くみてい くことにす るQま ず, namarapaのnamaを

namakarapa(名 を作る)とnamana(傾 く)とnamana(傾 け る)の 三 義 より定義 して

いる。 そ の中で, 受 等の四纏 は名を作 る とい う義 に よって(namakaranatthena)名

で あるといい, 受 等はsamannanamaやkittimanamaやgunanamaで は ない こ

とを言 う。「何故 な ら, 受 等 は大地等の如 く, 自 らの名 を作 りつつ生ず るか らで, 

そ れ らが生ず るとき, それ らの名が生 じた。 受が生ず るとき, 誰 も 『汝は受 と称 せ

よ』とは言わない。だか ら, そ れ(受)に は名を とる とい う働 き(namagahanakicca)

は存 しない」 と言 う。月 ・太陽 ・星 な ども同様 で名 を とる働 きはな くて, 「名が

生ず るとき, 〔それ は〕opapatikapapattiに 於 い てお こる。 この よ うに受 が生ず

るとき 『汝は受 と称 せ よ』 とい う名を とる働 きはな くて, それ が生ず る とき受 と

い う名が生 じた。 想等 も同 じ仕方 である」 と言 う。 また, 過 去において も, 未 来

におい ても, 現 在において も受等 は受等 であ り, 浬 架 もつねに同 じ渥繋 に外 な ら

ない。 以上, これ らが名を作 る義に よる名である とい う。名色(namarupa)に お

け る名 と名称 ・名辞の意味の名 とはひ とまず分け て考え るべ きであろ うが, ここ
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で は受等の名称の成、り立ちの問題を名 の三義 の うち第一 の 「名を作 る義」に よっ

て説 明してい る。 名を作 るとい って も, 他 か らの命名 の意味ではな くて, 非 入為

的 ・自然発生的に, 生 ずる ときに 自らの名 を作 る とい うことを意味 してい ること

がわか る。opapatikapannattiはopapatikanamaに 外 な らない であろ う。

パ ー リ阿毘達 磨では, 一 般 に言葉 とその指示対象 との対応関 係 はsahketaに

よると考え られてい る。 つ ま り, そ の対応 関係 は入為的 ・恣意的な言語契約に よ

るものだ とい うことである。 ところが, こ のAs. の 記 述 を見 る限 り, 受 等の勝

義的存在 を表示す る名称がopapatikanamaで あ る とい うことは, そ の対応関係

がsahketaに 基 づ くものではない とい うことを示 している。 そ うだ とすれ ぽ, 太

陽 ・月 ・地等 は一 まず措 いて勝 義的存在 を表示す る仏陀 の言葉は, 世 間一 般の言

葉 とは本質的に相違 し, 次 元 を異 にす る ものである との認識があ った ことを示 し

ている と考え られ る。 他 の二義 につい ても関説 してお こ う。As. に よれ ば, 「傾

く(namana)と い う義 に よって も四慈 は名であ る。 それ らは所縁 に向か って傾 く

(namanti)か らであ る」 とい う。 一般 に名色の名は この義に よって定義 され る。

更 に, 「傾け る(namana)義 に よれ ば11), 一 切 も名であ る。 四纏 は所縁に相互を傾

け る(nameti)か らである。 浬藥は所縁 ・増上縁に よって無 垢法 を 自らに傾け る」

とい う。

次 に, As. 以外 の文献 にみ える名 の分類を検討 してお こ う。 まず, Vism. (PP. 

209210)に お いては, 名 は次 の四種 にわけ られ てい る。avatthika(時 期による

もの), lihgika(特 徴 によるもの), nemittika(原 因によるもの), adhiccasamuppanna

(無因生のもの)の 四である。 この中で, avatthikaは 例 えば牛が生長の時期 に応

じて様 々につけ られ る名であ り, lihgikaは 有 杖者 ・有冠者(鶏)・ 有手者(象)

な どの ように特徴 による名であ り, nemittikaは 三 明者 ・六通者 ・世尊 な ど徳 を

原因 とす る もの(gunanemittika)で あ り, adhiccasamuppannaは 世 間 の 言 説

(lokiyavohara)に よって随意に(yadicchakam)名 づ け られた もの で あ り, 福 増大

者 ・財増大者 など語義を顧慮 しないで起 った ものは, これ であ るとい う。 これ ら
「
の中で, As. の 分類 と共 通す る ものは多 くはないが, nemittikaはAs. に お け る

gupanamaと 一 致す る。adhiccasalnuppannaはpaticcasamuppanna (縁起生)と

は反対 で, 因 な くして偶然 に生 じた ものである。 一見す る と, これ はopapatika

に似 るが, 先 にadhivacana(増 語)の 際に例 と して言われた福増大者 ・財増大

者を ここで もあげ てい る ように, これ らは語義を顧慮 しないで起 った ものではあ

っても入為的な もの と考え られ る。 これ に対 してopapatikaは 非 入為的 な も の
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で あ る。

Abhidh-s-mht. (P. 233)に も二種 ない し四種に分ける分類 がみ られ る。 まず, 

namaは 「対象(attha)に 対 して傾 く(namati)か らnamaで あ る」 として, そ れは

anvattha(随 義)に よる もの と, rulhi(慣 用)に よるもの との二種に分 け られ る。

更にnamaはsamamma(一 般同意), gupa(徳)kriya(所 作), yadiccha(随 意)の

四 種に分け られ る。Abhldh-s-mht. には これ以上の説明がないが, Msm. (P. 468)

の註 釈に よる と, anvatthaと は 語義 または原因に従 った もの, 原因を顧慮 した

もので, 仏 陀等 の名 であ る としてい る。As. の分 類 で言 えばgunanamaに 相 当す

る。 次のrulhiは 逆 に原因 を顧慮 しないで, 欲 求(iccha)だ け に よって影響 され

言説 され る もので, 例 えばテ ィッサ(Tissa)等 の名 であ るとい う。 これ はAs. の

kittimanamaやVism. のadhiccascmuppannaに 近 いであろ う。次にsamanna

やgupaに つ いてはAs. に あ った通 りである。kriyanamaは 所 作(kriya)に よ っ

て得 られ た もので, 作 者(karaka)等 の名であ り, yadicchanamaと は欲求(iccha)

に よ って住 立せ られた もので, テ ィッサ(Tissa)等 の 名 であ るとい う。 後者は

Abhidh-s-mht. のrulhiに 相 当す る ことがわか る。 以上, これ ら二 文 献 に は

opapatikanamaは 見 られず, またそれに相当す る もの も登場 していない。 一方, 

Patis-a. (1, P. 307)に は先程 のAs. と分 類 と同一 の ものが説かれ ている。 従 って

opapatikanamaが 登 場す るが, 月 ・太陽 ・海 ・地 ・山を例 として示 す だけ であ

って, 果 してそ こに勝義法 の名が含 まれ るのか ど うかは判然 としない。 更 にこの

後, As. に は ない 「この四種の名は全て, た だ一 つの名(nama)で あ る。 それ は

世 間の言語契 約に基 づいた言葉(lokasahketa)の み に よって成就 した もの であ っ

て, 勝 義 としては存在 しない ものである12)」 とい う説明がでて くるので, 勝 義法

の 名を ここに入れ て考 える ことに躊躇す るが, や は り分類す るとす れぽ, こ こに

入れ るべ きであろ う。仏語 に対す る特別 の認識があ ったにせ よ, 基 本的には勝義

法 と言え ども, 世 間の言葉 に よって表わ され る ものであ り13), そ してその言葉 自

体 は, こ こに言われ る よ うに, 勝 義 としては非存在 と見 るのがパ ー リ阿毘達磨 の

基 本的を考えであ ったであろ う。 しか しVism. やAbhidh[s-mht. に そ の分類 の

項 目がなか った よ うに, パ ー リでは仏語 の問題 を正面か ら問題にす ることがなか

った よ うに思われる。

1) 後述 のAs. のpannattiの 定 義参照。

2) A3. (P. 51)に は, 増語路は 「増語の路たる諸法が増語路である(Adhivacananam

patha dhamma adhivacanapatha)と される。Moh. (P. 111)に は, 「それら増語の
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(94) パ ー リ阿 毘 達 磨 に お け る名 に つ い て(玉 井)

路 た る義(対 象)が 増 語 路 で あ る 」(Tesarp adhivacananam patha attha adhivacan-

apatha.)と あ る。DAT(vol. II, P. 139)に は 「路 とは転 起 の道, 転 起 の 境 界 で あ る」

(Patho ti pavattimaggo pavattiya visayo.)と あ る。

3) イ ン ドで は 非 常 に 古 くか ら, い か な る 事物 もそれ 独 自の名 を持 っ て い る の で あ り, 

名 に よ って の み, そ れ は 個 別 的 な もの とな る, とい う考 え が あ った。 つ ま り, も ろ も

ろ の 事物 は 「こ とぽ に よる捕 捉 」(vacarambhana)に 他 な ら な い(中 村 元 「古 代 思

想 」選 集一 七 巻二 五 九 頁参 照)。 ウパ ニ シ ャ ドに お け る現 象 界 の一 切 の事 物 を表 示 す る

「名 称 と形 態 」(namarupa)と い う呼称 も, こ の よ うな名 の機 能的 性格 が反 映 さ れ て

い よ う。

4) Moh, p. 111 kevalam padatthamattam eva viseso. 'nipphatti-nimittabhedad-

assattham pana nesam vibhagena padattho dassito.'と あ る。

5) BOS版As. で はadhivacanamattamと あ るがvacanamattamと 訂 正す べ きで あ

る。

6) adhivacanaは 普 通 「増 語 」と漢 訳 され, 六 触 の うち意 触 が 特 に増 語 触 と呼 ば れ るが, 

そ の理 由は, 即 ち増 語 は 意 触 の増 上 な る(adhika)所 緑 で あ るか らで あ る(横 山紘 一

『名 と増 語 と想 に つ い て 』 印 度 学仏 教 学 研 究 第24巻 第2号)。 北 伝 で は, この よ う名 と

第 六 意 識 との 関 係 か らadhiの 増 上 の 義 が見 い 出 され る が, パ ー・リで は 名 とそ の 指 示

対 象 との 関 係 か ら増 上 の 義 が 見 出 され る。DAT(II. P. 139)に は 「adhiの 語 は 上 位

た る こ と(uparibhava)に お い て あ り, 上 位 の語(uparivacana)がadhivacanaで あ

る。 何 の上 位 か。 知 ら しめ られ るべ き義(対 象)の 〔上 位 〕 で あ る。 これ が よ く知 ら

れ た 意 味 で あ る。 或 は, 従 属す る語(adhnnam vacanam)がadhivacanaで あ る。

何 に従 属 す るか。 対 象 に, で あ る」 と あ る。 前 者 の解 釈 は, 前 述 の相 応 部 の一 節 「名

は 全 て に勝 り, 全 て は名 に従 属 す る」 と相 応 す る もの で あ ろ う。 名(nalna)の もつ こ

の よ うな構 造 的 特質 か ら, namaの 類 語adhivacanaが 導 き出 され た ので は ない だ

ろ うか。 後 者 の解 釈 は, これ とは 全 く逆 で, 言 葉 の 方 が 指 示 対 象 に従 属 す る, とい う

考 え の よ うで, 一 般 的 で は な いだ ろ う。

7) S. (III, p. 71)に こ れ ら三 つ の路 が説 か れ, 三 つ と も差 異 な しに 用 い られ て い る。

Spk. (II. p. 279)に 「これ ら三 と も, 相 互 に 同 義 語(vevacana)で あ る と知 るべ き

で あ る」 とあ る。

8) Rhys Davidsは ヒれ を[name] given by general consent on a special occasion'

(Buddhist Psychology, P. 341, n. 2)と 訳 して い る。

9) Moh. (P. 110)で は, 色(rupa)も この 中 に 含 め て い る。

10)水 田恵 純 『仏 教 に お け る言 葉 論 』(伝 道 院 研 究 紀 要第24号), 広瀬 智一 『灯 論 釈 に お

け る外 教 受 容 の 形 態 』(印 度 学 仏教 研 究 第30巻 第1号)参 照。

11) 8". (II. p. 977)に は, 四 無色 慈 はnamanaの 義 に よ って 名 で あ り, namanaの

義 とはnamakarnaの 義 で あ る とあ って, 以下 ・43. の所 説 と 同様 に 説 明 が な され

て い る。(以 下 の註 省 略)

〈 キ ー ワー ド〉 名, 増 語, サ ンケ ー タ(Sahketa)

(同 朋 大 学 助 教 授)
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